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Trimble X7 & Perspective

What’s New Your Benefit 2022 Vol.20

誰でも簡単、３D計測の不安を一掃！

3Dレーザースキャナー初心者がX7で現場観測に挑む！
 

年々、増加する3Ｄ測量ニーズ
 

３Dハードの保有数は年々増加／2015年から、約18倍 

新設高速道路建設現場
（盛土工施工管理）
路線長:300m×幅:100m
（30,000平方メートル）
高低差 ：約30m
 

　　　新人 A君 　　　中堅 B氏

作業目的

入社1年目 入社5年目

測量初心者 測量経験あり

３D経験なし ３D経験あり

計測ステーション数 52 76

観測した面積 8,444.97㎡ 20,258.91㎡

道路施工現場の３次元測量

経歴

新人A君でも時間内にミスなく作業を行えたのは、X7の自動化機能によるものです！

①Trimble X7を簡単に設置することができた
②Perspectiveで点群と形状を確認しながら作業を進めることができた 

下のグラフにある通り、3D測量のニーズは増加の一途をたどっており、この
先も大幅に増えると予想されています。測量/建設/土木のいずれの業務形態
でも同様の傾向にあり、2015年度と比較すると約18倍にもなっています。

従来型スキャナーとの比較（コスト/収益等）
 

X7の操作性は、従来型スキャナーと比べて「簡単・その場で見える・自動合
成」と群を抜いています。新人でもすぐに使えるスキャナーはコスト面でも
大きく差をつけます。

一方で、投資費用が一般測量機と比較しても高額である3Dレーザースキャナー
導入に懐疑的な意見もあります。Trimble X7（以下、X7）は多くの自動化に
より、今までの3D測量のワークフローを完全に最適化することで、皆様の導
入に対する不安を解決します。

Q：3次元データ利活用の必要性に懐疑的『測量に使えるのか不安』 
国土強靭化計画に対しての国内予算、3次元測
量における法整備などで今後も3次元測量のニ
ーズは増加傾向にあります。またi-Constructionや
公共測量の利用だけでなく、各分野においての
3次元データの幅広い利活用で企業としても提
案の幅が広がります。 

Q：専門的で高度な知識と技術が必要『稼働率/使いこなせるか不安』 
導入後、即戦力になるX7。極めてシンプルな操作とワークフローにより、
誰でも簡単に効果的に使いこなすことができます。また、スキャナーを使え
る作業員が増える事で稼働率が着実に向上します。 

Q：導入費用が高額過ぎる『投資費用対効果・過度な作業コスト』 
3D測量における最低限の人員配置と劇的な時間短縮により1現場にかける
コストが最小限になります。現場数をさらに増やしたり他の作業に従事す
ることで着実に収益増につながります。現場の数だけノウハウも蓄積し
ます。 

ニコン・トリンブル調査

重複して計測

新設高速道路建設現場
（盛土工施工管理）
路線長:300m×幅:100m
（30,000平方メートル）
高低差 ：約30m
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パースペクティブ

1現場あたり 
￥310,000-コスト削減 



緑
赤
青

スキャン開始可能！ オールグリーンがその合図です。

傾斜の高い方が赤ランプ。　低くしましょう。

傾斜の低い方が青ランプ。　高くしましょう。

白 カメラ撮影中です。

X7はLEDを活用すると簡単に器械設置することができます。

①スキャンボタンONでX7の機器状態と周囲環境を同時にチェックし
ます。（セルフオートキャリブレーション※2機能搭載）
３つのLED全てが緑色に点灯したらスキャン開始可能な健康状態。
②スキャンをスタートさせます。
カメラ撮影中は全てのLEDが白色で点滅します。
③スキャンが始まると全てのLEDが青色に点滅します。
④全てのLEDが緑色に点灯したらスキャン終了です。次の計測位置に
移動しましょう。

スキャン作業は、①⇒②⇒③⇒④を繰り返します。
また、LEDは遠くからでも確認できますので、離れたところから作業
を指示する場合は非常に便利です。LEDは作業の進捗をお知らせしま
す。
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10 度以上に傾けて配置しました。
赤と青と緑のランプで角度超過をお知らせます。

What’s New Your Benefit 2022 Vol.20

皆様、こんにちは。
ニコン・トリンブル ジオスペーシャル
事業部は、測量・土木建設分野の
お客様の生産性向上に貢献する製
品・ソリューション・サービスを
ご提案することを使命として事業活動をしております。『測量成果
の3次元化』『BIM/SIMとの連動』『情報化施工』そして、『全て
のお客様から信頼されること』です。
我々が培ったノウハウと最先端のテクノロジーで、皆さまの生産性
向上と業務の安全・安心、そして笑顔を守ります。

ジオスペーシャル事業部長からのご挨拶
古澤 肇 

カメラ三脚※1に取り付け、脚を伸縮させるだけの簡単設置でスキャン開
始。Trimble X7（以下、X7）本体のセンサーが傾きを確認し、３つの大き
なLEDランプが結果をお知らせします。

セルフレベリングで作業が超楽

天地逆転？マンホール調査（測量業務以外）
測量の精度を必要としない業務においてはさらにX7のセルフレベルテクノ
ロジーがその効果を発揮します。常に平坦ではない足場の悪い現場、さらに
は構造物の上での計測作業など、気泡を睨みながら設置に時間が掛かること
もしばしば。X7は、直立から±45°の傾斜、さらには天地逆転した180°
からの±45°（135°から225°）の傾斜で計測が可能です。マンホール内
部を調査する現場でもX7は実力を発揮しました。

めんどうな器械設置が簡単に①

測量は、±10°で精度維持！
めんどうな器械設置が簡単に②

従来の測量機器は、いかにまっすぐに立てるかが重要でした。X7は、LED
センサーの色で±10°以上の傾き状況をお知らせします。測量精度を維持す
る作業では「オールグリーン」が合図です。

めんどうな器械設置が簡単に③

±45°を超えると計測不可

±45°まで！

135°から225°まで！

計測不可
計測不可

±10°まで！

±10°を超えると・・・

計測可

測量精度を
維持したい場合は
計測不可

計測可

オールレッドは
計測不可

反転スキャン：
マンホール内にＸ7を逆さに吊り下げて計測

３つのLEDが現場作業を誘導します。

生産性向上

X７の反転スキャンで
計測した点群データ

10 度以内は計測可能で測量精度を維持します。
LEDは３つ全てがオールグリーン！

※2 セルフオートキャリブレーション

　・環境温度、周囲光、振動、器械内部の温度等を測定し、必要に応じて自動補正を行います。

　・角度の調整では、コリメーションの水平軸、鉛直軸、レーザー照射軸を補正します。

　・距離の調整では、プレスキャンによる距離の補正を行います。

±10°？ 新人でも使える⁈
 

時間短縮

業務改善

※1 測量用三脚も使用可能です。
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